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る受信システムのビームマップ測定
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POLARBEAR-2実験は、チリのアタカマ高地で 2017年からの観測を予定している、宇宙マイクロ波背景放射
(Cosmic Microwave Background radiation, CMB) B-mode偏光観測実験である。CMB B-modeの観測によるイ
ンフレーション理論の検証を主な目的としている。大きな特徴として、受信システムに 7588個もの超伝導転移端
(Transition Edge Sensor, TES) ボロメータを用いており、高い統計感度を得ることができる。また、95GHzと
150GHzの２帯域同時観測により、前景放射の抑制を行う。
上記のような高精度の観測を実現するには、受信システムのビーム形状の歪みを実験室レベルで測定し、要求値
を満たすことを確かめる必要がある。発表者は、そのための実験装置 - Beam mapper - を開発している。
POLARBEAR-2実験用の校正装置として、Beam mapperには 95GHz、150GHzの 2帯域をカバーする安定光
源を備えること、また、偏光方向毎の楕円率の測定ができることが要求される。本講演では、これまでに行った
Beam mapper の開発と、これを用いた POLARBEAR-2受信システムの評価について紹介する。


